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広報　常陸大宮　　　　平成１７年６月号２

常陸大宮市立図書情報館（中富町３１３５－６／文化センター隣）�　５３－７３００　�　５３－７３０１

���������	
�

〈開館時間〉

　火曜日～日曜日　午前９時３０分～午後６時
　　※毎週木曜日は午後７時まで
　夏休み期間（７／２１～８／３１）

午前９時～午後６時
〈休館日〉

　月曜日、国民の祝日の翌日
　年末年始（１２月２９日～１月３日）
　特別資料整理期間（年１回　１５日以内）
〈貸出期間〉

　図書・雑誌・紙芝居 １５日以内　
　AV資料（ビデオ・カセット） ８日以内　
〈貸出点数〉

　一人５点まで借りることができます（AV
資料２点を含みます）。

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報館館館館館館館館館館のののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内図書情報館の利用案内
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年６月号３

　

借
り
た
い
本
が
貸
出
中
の
と
き
や
書
架

に
見
当
た
ら
な
い
と
き
は
、
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
図
書
情
報
館
に

所
蔵
さ
れ
て
な
い
場
合
は
購
入
を
検
討
し

ま
す
の
で
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
立
図
書
館
で
借
り
た
本
を
、
図
書
情

報
館
を
通
し
て
返
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
借
り
た
本
と
県
立
図
書
館
の
カ
ー

ド
、
ま
た
は
返
却
期
限
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
が

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
が

で
き
ま
す

で
き
ま
す

県
立
図
書
館
の

県
立
図
書
館
の

本
の
返
却
も
で
き
ま
す

本
の
返
却
も
で
き
ま
す

▲　約８万冊の蔵書があります
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図
書
情
報
館
で
は
、
１
日
１
回
、　

分
３０

間
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）・
学
校

や
各
種
団
体
で
、
団
体
利
用
カ
ー
ド
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貸
出
期
限
は
２
か

月
で
、
１
０
０
冊
ま
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

見
ら
れ
ま
す

見
ら
れ
ま
す

団
体
貸
出
が
で
き
ま
す

団
体
貸
出
が
で
き
ま
す



広報　常陸大宮　　　　平成１７年６月号４

　図書情報館では、原則として毎月３回、ボ
ランティアによるおはなし会を行っていま
す。ぜひ、一度参加してみてください。時間
は、午前１０時３０分からです（７月の開催日に
ついては、次頁をご覧ください）。
○第２土曜日

　ロゼのつどいのおはなし会

○第３木曜日

　めばえの会のおはなし会（乳幼児向け）

○第４土曜日

　はみんぐばあどのおはなし会

●山方公民館図書室（山方660番地）�57－2903
休室日…日曜日・祝日・年末年始

●美和公民館図書室（高部402番地の２）�58－2342
＜美和山村開発センター＞
休室日…月曜日・年末年始

●緒川総合センター図書室（上小瀬1259番地）�56－5111
休室日…年末年始

●御前山公民館図書室（野口3195番地）�55－2111
休室日…月曜日・祝日・年末年始

お近くの図書室もご利用くださいお近くの図書室もご利用ください

　

み
な
さ
ん
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
は
「
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本

の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
、
分
か
ち
合
い

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ 

で
、
イ
ギ
リ
ス
が
発
祥
の
地
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
で
は
８
か
月
育
児
相
談
の
時

に
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
絵
本
２

冊
、
ア
ド
バ
イ
ス
集
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
リ
ス

ト
な
ど
が
入
っ
た
バ
ッ
ク
を
保
護
者
一
人
ひ

と
り
に
直
接
手
渡
し
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
初
め
か
ら
言
葉
を
持
っ
て
生

ま
れ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り

の
大
人
が
話
す
言
葉
を
聞
き
、
そ
れ
を
体
の

中
に
取
り
込
ん
で
自
分
の
言
葉
と
し
て
育
て

て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
言
葉
を
獲
得
す

る
こ
の
時
期
に
、
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
も

ら
う
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
そ

う
し
た
う
れ
し
い
様
子
を
見
る
こ
と
は
、
保

護
者
の
方
に
と
っ
て
も
心
安
ら
ぐ
時
間
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
赤
ち
ゃ
ん

の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ

い
の
時
間
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　図書情報館では、ボランティアの協力を得
て、年４～５回映画の上映をしています。
　今回は、茨城県が生んだ「陶聖」板谷波山
の若き日の情熱を描いた物語を上映します。
ぜひご鑑賞ください。
タイトル　「ＨＡＺＡＮ」
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▲　緒川総合センター図書室
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広報　常陸大宮　　　　平成１７年６月号６
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　このコーナーでは、常陸大宮市の
さまざまな出来事や話題を紹介し 
ます。
　皆さんからの身近な情報をお待ち
しています。
　どうぞお気軽に情報をお寄せくだ
さい。

★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail
jousei@city.hitachiomiya.lg.jp

電話番号氏　　名

５３－３８１７野上　義明（東　野）

５７－２５４９根本　盛文（山　方）

５８－３２３７小室　澄江（下檜沢）

５６－３２５５長山　　孝（上小瀬）

５５－２０２３檜山　一郎（野　口）
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▲　交流の集い
　　（昨年１０月２日：大洗サンビーチ）
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▲　ふれあい広場に参加
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▲三王山自然公園　撮影：青木　猛さん

▲休場展望台　撮影：佐藤　登さん

▲休場展望台　撮影：神賀穰一さん

－ 休場 展望台－
やすんば

　諸沢地区の上山（うやま）にあります。
ここに立つと、切り立った隣町大子の
長福山や男体山、栃木県の那須連山、
はるか遠くに富士山も一望できる大パ
ノラマが広がります。
　休場展望台から2.5km進むと、籠の
重なったような奇岩、絶景が見られる
籠岩（かごいわ）があります

上山（うやま）ハイキングコース

ウォーキングマップ＜三王山コース＞
全長８．８ｋｍ（３．５時間）

　標高253mの三王山山項に建つ大展望塔からは、360度の素
晴しい眺望が開け、日光、那須連山や、磐梯朝日連峰、さらに
は富士山をも望めます。

　自然いっぱいの当市内には、自然を堪能できる
ハイキングコースなどがたくさんあります。今回
紹介する場所は、なんと冬期を中心に、運がよけれ
ば富士山が見えるというびっくりスポットです。
　春夏秋冬、それぞれ異なる景色が見られますの
で、仲間同士やご家族で、お出かけください。
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尺丈山（しゃくじょうさん）までの案内図

▲休場展望台　撮影：�村侯喜さん

▲尺丈山　撮影：滑川祐則さん

▲花立自然公園　撮影：河西英明さん

▲権現山　撮影：片岡二己さん

��������	

ここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななな条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件件のののののののののののののののののののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日にににににににににににににににににににににににににににににににに富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士士山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山をををををををををををををををををををををををををををををををを撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたこんな条件の日に富士山を撮りました
（200～600mmの望遠レンズで撮影）

①時期は、写真撮影するなら　12月～１月頃
　　　　　肉眼で見るなら　　12月～２月頃
②良く晴れた日の朝または夕方

③北風の強い日（休場展望台）
④西風の強い日（三王山自然公園展望台）

市内一高い尺丈山
（標高511ｍ）か
らは、快晴の日
には富士山を
見ることがで
きます。西には
那須連山、東には
太平洋を観望できる
絶景ポイントです。美和
地域では、このエリアに
21世紀の子どもたちに
森を引き継いでいきた
い」をコンセプトに、「百
樹の森」づくり計画を進
めています。
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　24時間型の生活習慣による生活リズムの乱れや、最近

のストレスに満ちた社会を反映してか不眠に悩まされる人

が増えているようです。

　睡眠には、浅い眠りのレム睡眠と、深い眠りのノンレム

睡眠があります。眠りにつくと、まずノンレム睡眠が現

れ、次に浅い眠りのレム睡眠に移行します。この２つの眠りが約90分周期で繰り返されています。睡眠は、から

だはもちろん、脳が休息をとるための大切な時間ですので、心身の健康づくりのために大切です。

■眠る前にしていいこと、悪いこと　

　スムーズに眠りにつくために、眠る１～２時間前から脳をリラックスさせる事が大切です。

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいこここここここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととととととと＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＜寝る前にしていいこと＞

○ぬるめのお風呂でリラックス
37～39度くらいのぬるめのお湯にゆっく

りつかる。

○ハーブティーでリラックス
カフェインの含まれていないハーブティー

は、香りにもリラックス効果があります。

○音楽などでリラックス
眠りを誘う音楽や心を落ちつかせる

音楽を聴きましょう。

○空腹のときはホットミルクを
空腹感を和らげ、からだが温まり、

心地よい眠りを誘います。

○夜は照明を控えめに
　昼間のような照明は自然な眠気を妨げます。

○入眠障害…寝ようと思って布団に入っても寝つきが悪く、なかなか眠れない。
○熟眠障害…睡眠時間をたっぷりととったつもりでも、ぐっすり眠った感じがし

ない。
○中途覚醒…夜中に何度も目が覚めてしまい、そのあと再び寝つくのが難しい。
○早朝覚醒…朝早く目が覚めてしまい、まだ眠りたいのに眠れなくなってしまう。
＊このような症状が週３回以上、１か月続いている人は、医師に相談しましょう。

■不眠の４つのタイプ

＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜＜寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににししししししししししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててててててててててははははははははははははははははははははははははははははははははははははははいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけなななななななななななななななななななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいこここここここここここここここここここここここここここここここここここここことととととととととととととととととととととととととととととととととととととと＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＜寝る前にしてはいけないこと＞

○熱い風呂に入る

○ゲームやパソコンなどをする

○おやつや食事をとる

○勉強や激しい運動をする

○喫煙
たばこの中のニコチンには
覚醒作用があります。

○睡眠薬代わりの寝酒
深い睡眠を減らし、夜中に目覚める原因
となります。

○カフェインを含むコーヒーや
　紅茶などを飲む

○身 体 的 原 因…体のどこかに痛みがあるため眠れない。
○生 理 的 原 因…トイレに行くため目を覚ますなど。
○心 理 的 原 因…何か悩みなどがあるために眠れない。
○精神医学的原因…ノイローゼ・うつ病等により眠れない。

■不眠の原因

○免疫力が下がる。

○意欲が低下する。

○集中力や注意力が低下する。

○身体機能に影響する。

■不眠による影響
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『
緒
川
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
百
観
音

は
文
化
六（
一
八
〇
九
）年
、那
賀
在
住
の

小
森
清
蔵
と
い
う
盲
目
の
人
が
、
地
域
の

有
志
か
ら
寄
附
を
募
り
、
諸
国
の
有
名
な

観
音
像
を
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
腹
に
「 
観  
音  
洞  
窟 
」
が
あ

か
ん 
の
ん 
ど
う 
く
つ

り
、
こ
の
中
に
約
四
十
体
の
観
音
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
一
五
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
洞
窟
内
部
は
夏
で
も
ひ

ん
や
り
と
し
た
冷
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。

最
奥
部
は
更
に
狭
く

な
り
ま
す
が
、
体
を

か
が
め
な
が
ら
奥
ま

で
進
む
と
あ
り
が
た

い
大
日
如
来
に
会
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
山
内
各
所

に
観
音
像
が
あ
り
、

総
数
で
百
体
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

春
秋
二
回
の
祭
日
に

は
、
か
つ
て
は
近
郷

近
在
の
人
々
が
集
い
、

賑
わ
い
を
呈
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

�
��
��
���
	

�

　

山
中
に
は
鬱
蒼
と
緑
が
生
い
茂
っ
て

い
ま
す
が
、
よ
く
み
る
と 
凝 

ぎ
ょ
う 

灰  
岩 
の
岩

か
い 
が
ん

肌
が
所
々
露
出
し
て
い
ま
す
。
岩
肌
に

は
人
の
手
に
よ
っ
て
開
け
ら
れ
た 
採  
掘 

さ
い 
く
つ

 
坑 
（
地
中
の 
鉱  
物 
を
採
る
た
め
に
土
や

こ
う 

こ
う 
ぶ
つ

岩
石
に
掘
っ
た
穴
）
の
よ
う
な
穴
が
多

数
み
ら
れ
ま
す
。
頂
上
付
近
に
も
垂
直

に
掘
ら
れ
た
採
掘
坑
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
無
数
の
穴
は
、 
火 ひ

 
打  
石 
と
な
る
メ
ノ
ウ
を
掘
っ
た
も
の
と

う
ち 
い
し

も
、
佐
竹
氏
が
金
を
採
掘
す
る
た
め
に

掘
っ
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
も
、
頂
上
付
近
に
メ
ノ
ウ
の
破
片

が
散
乱
し
て
い
た
り
、
中
腹
に
メ
ノ
ウ

塊
の
集
積
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
り

と
、
昔
か
ら
メ
ノ
ウ
を
産
出
し
て
い
た

�������
����

の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
所
が
あ
り
ま

す
。
市
内
で
は
、
古
代
か
ら 
玉  
川 
や 
諸  
沢 

た
ま 
が
わ 

も
ろ 
ざ
わ

の
火
打
石
山
で
の
メ
ノ
ウ
採
集
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、『 
新  
編  
常
陸  
国  
誌 
』
に
も
、

し
ん 
ぺ
ん 

ひ
た
ち 

こ
く 

し

メ
ノ
ウ
を
産
出
す
る
地
と
し
て
「
那
賀
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ノ
ウ
は 
石  
英 
と
い
う
鉱
物
と
同
じ
成

せ
き 
え
い

分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
英
の

 
鉱 こう 
脈 
の
中
に
金
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

み
ゃ
く

り
、
金
を
採
掘
す
る
目
的
で
こ
の
石
英
の

鉱
脈
を
掘
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
山
の
各
所
に
散
乱
し
て
い
る

メ
ノ
ウ
は
そ
の
過
程
で
出
た
も
の
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
観
音
洞
窟
も
そ
う
し
た
中

世
以
来
の
採
掘
坑
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊
採
掘
坑
を
ご
覧
に
な
る
際
は
、
足
元
に

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　今年の10月１日現在で、全国いっせいに平成17年

国勢調査を実施します。

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人を対象と

して行う大規模な統計調査で、大正９年から５年ごと

に行われており、今回は18回目にあたります。

　我が国の人口・世帯の実態を明らかにし、国や都道

府県・市区町村の行政の基礎資料として、少子高齢社

会への取り組みや皆さんのまちづくりにいかされ 

ます。

�
観
音
洞
窟
入
口
の
よ
う
す
。
非
日
常

的
な
空
間
へ
よ
う
こ
そ
。

▲採掘坑のある岩盤。川向男体山には各所にこの
ような岩をみることができます。
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　茨城県教育委員会が平成��年�月に策定した
�県立高等学校再編整備前期実施計画��平成��年
度���年度�に基づき�大宮高等学校�野中町�
と大宮工業高等学校�下村田�が統合され�来春
�平成��年�月��新しい県立高校が誕生します	

○場　所　現在の大宮高校の校地・校舎を活用
（機械加工室、電気工事室、パソコン
室、電子制御室等を備えた、４階建の
実習棟が新築されます。）

○学校名　９月の茨城県定例議会で決定されます。

○学科（全日制課程）

【普通科】３学級　－定員１２０人－
　１学年は共通履修、２学年より進学者向けの
コースと就職者向けのコースに分かれます。進
学者向けのコースには、さらに文系・理系の選
択科目があります。就職者向けのコースでは、
工業科の科目である「工業技術基礎」等の選択が
できます。
　多様な進路希望を実現するために、多くの選
択科目を用意しています。

【機械科（仮称）】１学級　－定員４０人－
　「ものづくり」をテーマに体験的な学習を中心
に学んでいきます。実習においては、機械加工
やエンジンの性能試験、またロボットをコント
ロールする技術などを学習します。卒業までに
「旋盤技能士３級」等を取得することを目標と
します。

【情報技術科（仮称）】１学級　－定員４０人－
　コンピュータを使用する能力を高めることに
加え、コンピュータ本体をつくる技術を学ん
で、プログラムを作成する力を養います。
　また、最新のコンピュータシステムにより
ネットワーク技術の学習を行い、インターネッ
トによる遠隔操作の技術なども学びます。

○校　訓　

「挑戦　湧きあがれ君の力」

�新高校についての問い合わせ先

大宮地区新校準備委員会事務局
〒３１９－２２５５　常陸大宮市野中町３２５７番地の２
�５２－２１７５　URL : http://www.ohmiya-h.ed.jp
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　春季インディアカ大会（主催／緒川地域体育協
会）が、４月２１日の夜間、緒川中学校体育館で開
催されました。各地区から６チーム５０人が参加
し、インディアカを楽しみました。
　各ブロックの優勝は次のチームです。
＜Ａブロック＞　大岩Ａチーム

＜Ｂブロック＞　下小瀬Ｂチーム

　５月１４日、旧小貫小学校体育館を会場に、教育委
員会山方事務所主催による山方地域「小学生バレー
ボール教室」がはじまり、開級式が行われました。
この教室は、今年度５月から７月まで１０回開催され
ます。
　初日には、山方地域の小学４年生から６年生、約
４０人の子どもたちが参加し、体育指導員の相田仁史
さん、三次恵美子さんの指導のもと楽しく汗を流し
ました。

��������	
���
���������	
���
�



広報　常陸大宮　　　　平成１７年６月号１３
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　４月１７・２４・２９日の３日間にわたり、大宮運動
公園市民球場他２会場で、「第１回常陸大宮市近
郊中学校野球大会」（主催／市教育委員会・市体育
協会）が開催され、市内及び近郊の中学校３２チー
ムが熱戦を繰り広げました。
　市民球場で行われた決勝戦は、地元の大宮中学
校と第一中学校の戦いとなり、大会は大いに盛り
上がりました。

優　勝　大宮中
準優勝　大宮一中
第３位　生瀬中／東海南中

　４月２４日、西部総合公園体育館において、市内及
び近郊の中学校から２９チームが参加して「第１回常
陸大宮市近郊中学校バレーボール大会」（主催／市教
育委員会・市体育協会）が開催されました。
　優勝は逃したものの、大宮中学校が準優勝、第一
中学校が第３位と、上位入賞を果たしました。

優　勝　峰山中
準優勝　大宮中
第３位　大宮一中／勝田一中

　

４
月　

日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に

２９

お
い
て
、「
ス
プ
リ
ン
グ
２
０
０
５
常
陸

大
宮
市
教
育
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
宮
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主
催
し
た
も
の
で
、
近

郊
チ
ー
ム
と
の
親
睦
、
交
流
を
深
め
る
と

共
に
お
互
い
の
技
術
の
向
上
を
図
る
目
的

で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
県
内
か
ら　

チ
ー
ム
の
参
加

１５

が
あ
り
、
父
母
等
が
応
援
す
る
な
か
熱
戦

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

�
選
手
宣
誓
す
る
大
宮
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
染
谷
亜
依
さ
ん

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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▲準優勝した大宮一中野球部のみなさん

▲優勝した大宮中野球部のみなさん ▲準優勝した大宮中バレーボール部のみなさん

▲第３位の大宮一中バレーボール部のみなさん
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広
報
紙
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
を

結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で

す
。
市
で
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
を
月
１

回
、「
旬
報
ひ
た
ち
お
お
み
や
」
を
月
３
回

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
れ
ら
の
広
報
紙
を
充
実

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い
も

の
と
す
る
た
め
、
次
の　

人
の
皆
さ
ん
に

１０

広
報
協
力
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

○
中
山
さ
ち
こ
さ
ん
（
三　

美
）

○
鈴
木
満
里
子
さ
ん
（
下　

町
）

○
鳥�
　
　

昌
さ
ん
（
野　

上
）

○
相
沢　

洋
子
さ
ん
（
諸　

沢
）

○
初�
　

智
明
さ
ん
（
鷲　

子
）

○
岡
崎　

正
男
さ
ん
（
下
檜
沢
）

○
矢
野　

正
紀
さ
ん
（
上
小
瀬
）

○
本
橋　

久
則
さ
ん
（
小　

舟
）

○
青�
　
�
子
さ
ん
（
長　

倉
）

○
石
川　
�
一
さ
ん
（
野　

口
）

　

今
後
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
等
で
、
協

力
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
各

地
域
の
身
近
な
話
題
な
ど
を
ご
紹
介
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す
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たばこ
建物火災の出
火原因の約１
割がたばこです。「火源の転倒・
落下」「投げ捨て」により出火
するケースが目立ちます。①喫
煙場所を決めておく、②灰皿に
は水を入れておく、③必ず消火
を確認する、などたばこは慎重
に扱いましょう。

こんろ 電気器具
電気器具は使用説明
書などをよく読ん
で、正しい使い方を心がけましょ
う。コードに傷みはないかチェック
し、たこ足配線はしないこと。

たき火
たき火による火
災も少なくあり
ません。出火原因の約５割が火
の粉の飛び火によるもの。風の
強いときは行わないなど、十分
な注意が必要です。

放火
放火による火災も
あとを絶ちません。家のまわりに
燃えやすいものを置かない、ごみ
は収集日の当日に出すなど、放火
に狙われにくい環境づくりが大切
です。

平成１７年火災・救急件数
（４月３０日現在）

８件火災件数

５５７件救急件数

��������	
�

��������	

建物火災の原因で一
番多いのが、こんろ
からの出火です。出火原因のほとん
どが消し忘れです。その場を離れる
ときは必ず火を止めましょう。

��������	
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火遊び

��������	
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子どもの手の届くとこ
ろにマッチやライター
を放置しないこと。花火の際には必
ず大人が付き添い、消火用水の用意
を忘れずに。また、子どもには火の怖
さを徹底して教えておきましょう。

��������	
�

��������

��������	
�

�������

ストーブ
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ストーブを洗濯物の
乾燥機代わりに使用したために出火
するケースが目立ちます。ストーブ
を本来の目的以外に使用するのは厳
禁です。またストーブの周辺は常に
整理整頓し、燃えやすいものを近づ
けないようにしましょう。　
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診となることがありますの
で、電話で確認してからお出かけください。
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時ま
でです。県外の医療機関については個別にお問い合わ
せください。

※当番医のやむを得ない都合により休診となることがあ
りますので、電話で確認してからお出かけください。

※チケット販売は、ロゼホールのほか９か所で行っています。ただ
し、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。

�休日・祝日の当番医　　６/19～７/31
電話番号病院名（所在地）日付
（52）0547

0287（82）2739
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
烏山台病院（栃・烏山町）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

6/19

（53）2115
0287（82）3803
0285（63）2303

丹治医院（東富町）
高野医院（栃・烏山町）
吉永医院（栃・茂木町）

26

（52）0116
0287（82）2544
0285（63）0323

小泉医院（上町）
滝田内科医院（栃・烏山町）
青木医院（栃・茂木町）

7/3

（53）1111
0287（82）2157
0285（63）0320

志村大宮病院（上町）
星医院（栃・烏山町）
今井医院（栃・茂木町）

10

（52）0547
0287（82）2175
0285（63）0036

岡崎外科医院（上町）
滝童内医院（栃・烏山町）
大兼医院（栃・茂木町）

17

0295（52）3181
0287（83）2250
0285（63）5131

上久保医院（東富町）
近藤クリニック（栃・烏山町）
桜井内科（栃・茂木町）

18

（53）2115
0287（84）0001
0285（63）1151

丹治医院（東富町）
水沼医院（栃・烏山町）
茂木中央病院（栃・茂木町）

24

（53）2282
0287（82）2781
0285（64）1122

高瀬医院（宇留野）
七合診療所（栃・烏山町）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

31
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司会：渡辺徹
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

ペタンクと輪投げを楽しむ
　5月12日、第13回ペタンク大会＆第32回高年者輪投げ
大会（教育委員会御前山事務所・社会福祉協議会御前山支
所共催）が、門井コミュティグランドで開催されました。
各単位高年者クラブより、ペタンク10チーム、輪投げ８
チーム、約90人が参加しました。参加された選手の皆さ
んは、終始和やかな雰囲
気のなか、それぞれの競
技を楽しみました。
　大会結果は、次のとお
りです。

☆ペタンク大会
　優　勝　下伊勢畑Ａ
　準優勝　檜山Ｂ
　第３位　下伊勢畑Ｂ

☆輪投げ大会
　優　勝　上　郷
　準優勝　上伊勢畑
　第３位　檜　山

��������	
��������	
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病院の名称が決定しました
　現在建設中の（仮称）県北西部地域中核病院の名称が決
定し、また院長予定者が内定しましたのでお知らせします。

●病院名　社会福祉法人恩賜財団� 済生会常陸大宮済生会病院

（略称　常陸大宮済生会病院）

●院長予定者　伊東　紘一 氏（６４歳）
《現　職》　自治医科大学附属病院副院長

自治医科大学図書館長
自治医科大学臨床検査医学講座教授
自治医科大学大学院教授
日本臨床検査医学会評議員
（日本臨床検査医学会第７７回学術集会長）
日本超音波医学会理事（前理事長、第７回アジア超
音波医学生物学学術連合国際会議会長）

○ホームページが開設されました
　ホームページアドレス　http://www.ho-saisei.jp
＊常陸大宮市のホームページ（リンク集）からもアクセスできます。

【問い合わせ先】
医療保険課中核病院建設室（野中町３０８３番地）　�５２－２７２６

常陸大宮市の人口（５月１日現在・推計常住者）

総人口４７，８２４人（男２３，３０８人、女２４，５１６人）
世帯数１６，２０１世帯
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